
中
国
第
一
歴
史
梢
案
館
館
長

本
日
、
第
四
回
中
国

・
琉
球
交
渉
史
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
中
国
第
一
歴
史
梢
案
館
を
代
表
し
て
、
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
ご
出
席
下
さ
っ
た
中
国

・
日
本
の
専
門
家
、
研
究
者
の
方
々
に
対
し

中
国
と
琉
球
の
交
流
の
歴
史
は
長
く
、
文
献
の
記
載
に
依
り
ま
す
と
、
今
日
に
至
る
ま
で
す
で
に
千
三
百
余
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

早
く
は
隋
朝
の
大
業
元
年
（
六

0
五
年
）
、
隋
の
燭
帝
が
羽
騎
尉
朱
寛
ら
を
琉
球
に
派
遣
し
て
お
り
、
以
来
、
両
国
は
途
絶
え
る
こ
と
な

く
何
ら
か
の
関
係
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
明
朝
の
洪
武
年
間
に
至
り
、
中
琉
両
国
は
初
め
て
正
式
に
冊
封

•

朝
貢
関
係
を
結
び
、
こ
の

関
係
は
清
朝
光
緒
初
年
ま
で
継
続
し
ま
し
た
。
こ
の
五
百
余
年
も
の
長
い
歴
史
の
流
れ
の
中
で
、
中
国
と
琉
球
は
冊
封
、
朝
貢
、
官
生

の
派
遣
、
学
者
の
交
流
等
を
通
し
て
非
常
に
緊
密
な
関
係
を
保
持
し
、
政
治
、
経
済
、
文
化
等
各
方
面
に
お
い
て
幅
広
い
交
流
が
行
わ

れ
て
き
た
の
で
す
。
従
っ
て
こ
の
間
の
中
琉
歴
史
関
係
を
深
く
研
究
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
有
意
義
な
こ
と
で
す
。

中
琉
歴
史
関
係
の
研
究
は
重
大
な
課
題
で
あ
り
、
関
連
す
る
領
域
が
非
常
に
広
範
囲
で
あ
る
た
め
、
東
ア
ジ
ア
の
交
通
史
、
東
ア
ジ

ア
の
貿
易
史
、
東
北
ア
ジ
ア
と
東
南
ア
ジ
ア
各
国
各
地
域
の
関
係
を
研
究
す
る
上
で
、
重
要
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

心
か
ら
の
歓
迎
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

尊
敬
す
る
専
門
家
、
研
究
者
な
ら
び
に
御
出
席
の
皆
さ
ま

第
四
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
際
し
て

一
九
九
一
年
三
月
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一
九
九
七
年
十
月
二
十
八
日

研
究
が
さ
ら
に
深
く
推
し
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

『
清
代
の
梢
案
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
相
互
交
換
に
関
す
る
中
国
第
一
歴
史
梢
案
館
と
日
本
国
沖
縄
県
教
育
委
員
会
と
の
覚
書
』
の
締

結
以
来
、
特
に
一
九
九
二
年
の
第
一
回
中
国
・
琉
球
交
渉
史
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
以
降
、
私
た
ち
双
方
は
す
で
に
三
回
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
中
文
・
日
文
を
収
録
し
た
論
文
集
三
冊
を
出
版
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
中
国
第
一
歴
史
梢
案
館
は

『清
代

中
琉
歴
史
関
係
梢
案
選
編
』
等
三
冊
の
梢
案
史
料
を
編
纂
出
版
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
現
在
整
理
編
纂
中
の
二
冊
の
内

『清
代
琉
球

国
王
表
奏
文
書
選
録
』
が
近
い
う
ち
に
出
版
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
史
料
と
沖
縄
県
が
編
集
出
版
し
て
い
る

『歴
代
宝
案
』
と
は
相
互

に
実
証
、
照
合
が
で
き
、
中
琉
歴
史
関
係
の
研
究
を
大
い
に
促
進
さ
せ
る
も
の
で
す
。

数
年
来
、

双
方
の
責
任
者
お
よ
び
担
当
者
な
ど
関
係
者
各
位
の
努
力
と
関
連
部
門
の
支
持
の
下
、

ま
た
双
方
の
専
門
家
、
研
究
者
の

熱
心
な
研
究
と
た
ゆ
み
な
い
努
力
の
結
果
、
中
琉
歴
史
関
係
の
研
究
は
輝
か
し
い
業
績
を
残
し
、
多
大
な
成
果
を
お
さ
め
ま
し
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
も
ご
出
席
の
専
門
家
、
研
究
者
各
位
の
熱
心
な
研
究
討
論
を
通
し
て
、
必
ず
や
中
琉
歴
史
関
係
の

最
後
に
、
こ
の
第
四
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
功
を
お
祈
り
し
て
、
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

(2) 


